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本研究は研究 1 から研究 7 までで構成され，研究 1 から研究 4 が自立高齢者を
対象とした研究であり，研究 5 から研究 7 が要支援・要介護高齢者を対象とした
研究である。自立高齢者においては，社会的活動参加者を対象とし，要支援・要
介護高齢者においては，通所介護利用者を対象としている。本研究は，この 2 つ
の異なる対象に対して，3 つの共通課題にほぼ対応する 3 つのフェーズ (段階・局
面：以下フェーズという )ごとに研究を展開する。第 1 のフェーズでは，高齢者の
自律的動機づけの特徴を検討する (研究 1，研究 5)。第 2 のフェーズでは，高齢者
の自律的動機づけに関連する要因を検討する (研究 2，3，研究 6)。第 3 のフェー















































者が「維持・制御」といった方略を通して，喪失への適応 (大川 , 2011)という発達
課題に対処しようとしていることを示す，要支援・要介護高齢者特有の自律的動
機づけである可能性が示唆された。  











 研究 7 では，通所介護利用動機づけと well-being の関連を検討した。要支援・
要介護高齢者の well-being を測定するために平穏感を well-being の指標として追




































としては，以下の 3 点が挙げられる。第 1 は，高齢者の自律性を支援する際に分
かりやすい枠組を提供し，高齢者の自律的動機づけを向上させるというように支
援の的が絞れること，第 2 は，社会的活動から通所介護への活動の移行に際して
も，自律的動機づけを促進するという共通の視点から，高齢者の生涯における発
達の連続性を支援し，地域の中で自分らしく生活する地域包括ケアの実践を支え
る枠組を提供すること，第 3 は，自律的動機づけという枠組から高齢者個人の視
点に迫り，高齢者個人の視点を政策などに反映することである。したがって，本
研究は高齢者の視点を大事にし，地域で包括的に高齢者を支えていくために寄与
する研究ともなりうるのである。  
 
